
囲碁　棋譜管理　V5.5.7
特徴は、簡単に登録できて、後でいろいろ楽しめることです。

簡単に登録
1)Yahooの対局碁などのsgfファイルやYahoo囲碁の棋譜をメール送信し
たものを、そのまま取り込んで保管します。

2)新聞に掲載される総譜からそのまま入力して保管することができます。
よく、100手までを一時間以内になぞって並べられると初段の実力が
あるといわれますが、この仕組みを使うと手数が300手を超える棋譜
でも。10分程度で並べられます。
もちろん時間をかけて棋譜の手順を追いながら記録することもできます。
上げ石の判断は自動的に行います。また、手戻し(待った)ができます。
また、置石にも対応しています。

3)定石や詰碁も記録できます。
詰碁の場合は、黒・白を連続して打つことで、問題の局面を作るのが
簡単にできます。
習得は、一手ずつ次の着手を予想しながら正解手順を追っていきます。

便利な補助機能
1)対局検討の際、検討開始する局面を記録させ簡単に検討開始局面の
再現ができます。

2)勝敗計算も行ないます。ダメを詰めた局面だとかなりの確率で正しく計算
しますが、完全ではありません。そのため、間違っている部分を指定して
修正することで、補正します。

3)保管した棋譜を際下する際は、条件指定で絞り込んだ上で対局の指定
ができます。

導入は
プログラムは、「オプトメディア」に登録していますので、ここからDownload
してください。　
プログラムのDownloadと導入が終わったら実行してください。
初回は、小生のホームページに接続されます。
中に、「棋譜管理の使い方」と「棋譜管理サンプル」のページがありますので
「棋譜管理サンプル」をDownloadして、展開してください。
棋譜と定石、つめ碁のサンプルが数局フォルダにコピー展開されます。
その後、もう一度立ち上げると

すべての機能が利用できるようになります。
後は、新聞や雑誌の棋譜や詰め碁などをご自分で追加登録して
お楽しみください。
小生は、すでに棋譜と詰め碁それぞれ100０局以上登録しています。



操作説明

画面1 開始画面
基本的には、ヘルプに使い方の説明をしていますので、ネットでは画面の紹介のみ行います。

画面2 登録棋譜の閲覧画面



画面3 棋譜再現画面
この画面は、 800:640 600:480 のサイズ切り替えができます。

画面4 新聞などの総譜から登録する際の対極情報の登録画面
最近の棋譜の登録例です



画面5 棋譜を表形式で入力する画面
劫などの二度以上打たれた手番は次の画面で入力します。

この画面のサイズの拡大ができます。
誤って段を間違えて入力した際など、修正指示で段や行のずらしができます。
同じ手番があるとエラーになります。
入力欄の移動は、矢印キーで行えますので慣れると効率よく登録できます。

画面6 劫などの二度うち手番の入力
画面5で入力した際の抜け番が手番として表示されるので「元の手番」を入力します。
ここでは入力せずに、並べる際にマウスで場所指定して入力することもできます。



画面7 棋譜登録画面
入力した総譜をもとに碁盤に並べられます。
二度打ち手番は、この画面でも指定できます。手番またはマウスでクリックします。

V5.5.7 から　検討処理　ボタンを追加しました。
検討を始める状態の棋譜を一時保管しておき、何度でもその状態に戻れます。
V5.5.6までは、一手ずつ手戻しで戻していたので面倒でした。

画面8 碁盤で登録する際の、棋譜情報の入力
サンプルのように詰め碁の登録は、白番や黒番は関係ないので　・　を指定します。
対局名や白番・黒番の対局者名は、登録されている棋譜にあるものは一覧として表示されます。



画面9 碁盤で登録

画面10 勝敗の記入


